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１．研究計画の概要 

（１）熱帯・亜熱帯地域に生息する毒ヘ

ビの毒腺と蛇毒を現地で採取するため現

地を訪問し、研究材料を確保する。（２）

「加速進化」によるヘビ毒タンパク質の構

造と機能の多様化を網羅的に解析するた

めに、出来る限り多種類のヘビ毒を入手す

る。その材料を用いて申請者がこの十数年

行なってきた「血栓毒」と「抗血栓毒」を

はじめ、新規の「血小板毒タンパク質」、

さらに「新型の神経毒タンパク質」と「新

型の VEGF」を網羅的に探索する。 

 

２．研究の進捗状況 

 （１）毒ヘビ毒と毒線の獲得：材料となる

毒ヘビのヘビ毒は２００７年度と２００８

年度に集中的に獲得することを試み、計画に

記載した３６種類の毒ヘビは、量的には２０

０ｍｇから１５，０００ｍｇと幅があるがす

べて確保した。毒腺の獲得は生きた毒ヘビを

獲得する必要がありので、困難を極めたが、

アフリカ産、オーストラリア産、東南アジア

産などの毒腺は確保できた。これらの成果は

２００７年以前から１０年以上も、各国に出

張あるいは重要人物に連絡したからでもあ

る。 

（２）毒ヘビ毒からの新規生理活性蛋白質の

単離：新規蛋白質は１０種類以上単離するこ

とができた。特に、VEGFはヘビ毒由来のVEGF

の分類を新たに設けることが出来、VEGF-Fと

命名することが出来た。 

 

３．現在までの達成度 

②おおむね順調に進展している。 

（理由）平成１９年度に提出した研究計調書

の研究目的（熱帯・亜熱帯に生息する毒ヘビ

毒の獲得とそれらの毒中の新規生理活性蛋

白質の単離）及び平成１９年度から平成２１

年度の交付申請書の研究目的は、ほぼ達成し

たので。 

 

４．今後の研究の推進方策 

現在、新規に単離した蛋白質の性質を解析し

つつ、共同研究により、その立体構造決定の

研究を進める。 

 

５. 代表的な研究成果 



（研究代表者、研究分担者及び連携研究者に

は下線） 
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